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住宅における部屋の広さに関する意識調査

中島 松本壮一郎

Inquiries of People's Consciousness 

about the Extent of the Rooms in their Dwelling Houses 

Hajimu NAKAJIMA， Souichiro MA  TSUMOTO 

本報告は，諸室における広さ意識調査と，モテソレ空聞における広さ意識の笑験を中心に「空間規模と広さ

意識の関係Ji空間把握に影響を与える基本的要因と広さ意識の関係Jを探り，住空闘を構成する要因の影

響力とその相互関係を求めようとするものである。

1. はじめに

我国における最近の住宅需要の現状は，昭和49年版建

設白書によると，昭和43年以降の住宅数は，普通世帯数

を上回り量的な住宅不足が解消され，また，質的立居住

水準についても，健康で文化的な生活を営むことの出来

ない低水準の居住条件にある住宅難世帯は，全世帯の10

9杉を下回るようになった。

昭和48年12月に実施会れた「住宅需要実態調査」によ

ると，全世帯数の35%に当る1000万世帯の者が住宅1<:困

っていると答え，その理由をみると「住宅が狭い」と答

ているものが約半数でもっとも多く，次いで「老朽化」

「設備不良」等となっている.

ζれらの，量から質への転換期にある住要求につい

て，その問題点と方向性を探る各種の研究が報告されて

いる.本報告は，種々の住要求から「空間規模のあり方

」について検討するものである.

空間規模と人々の意識の聞には，ある種の対応関係が

あり，その対応関係は，種々な要因が複雑にからみ合っ

て構成されている.そこで本研究は，図 11<:示したとお

り， 1)床面積，天井高，明るさの空間構成要因を変化出

来るモテル空聞による広さ意識の実験.2)諸室における

広さ意識の調査. 3)空間を構成する各種要因の整理.の

3つを柱と考え， i空間規模と広さ意識の関係Ji広さ

意識に影響を及ぼす要因」を探ぐり，住空間を構成する

各種の要因の影響とその相互関係を求めようとした.

なお，モデJレ空聞による実験は，住空闘を一次的l己規

定する空間構成要素の意識への影響を探ることを目的と

*建築学科

し，諸室における広さ意識調査の結果から，生活歴・生

活様式・生活意識等の違いにより変化する住空間特有の

要因を探る手助けにするものである。

図1. 研 究 方 法 の 概 要

2. 調査内容と方法

住宅における誇室のうち，室内行為が比較的単調で明

確な寝室・食堂・台所・浴室・便所について，広さ意識

調査を行ない「広さ意識Ji空間認識に影響を与える基

本的要因と広さ意識Jiモテソレ空間での広さ意識と諸室

での広さ意識との関係」を求める。

a) 調査内容

調査票は，質問紙と平面図カードから成り，広さ意識

に影響する各種の要因を広い範囲から把握出来るよう配

慮した。質問事項は，家族構成・生活姿勢等の一般事項

と寝室，食堂・台所，浴室，便所についての質問で構成

した。各部屋については，部屋・収納スペースの広さ，
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;容の大きさについての意識と共に，部屋の様式・使用形

態・行為の種類・家具の種類についてたずねた。平面図

カードには，部屋の有効床面積・形状・利用方法を知る

ため，家具の大きさ・配置等を記入願った。

b) 調査対象

調査対象住戸は，分析上，多種多数の住居が容易に得

られる集合住宅を選び，質問回答者には佳居内のマネー

ジメントとしての役割をもっ主婦とした.対象地域に

は，虹ケ丘・知立・藤山台の 3団地を選ぴ，平面構成を

2K・2DK・2LDK'3K . 3DKのタイプlこ言卜 490部

配布した.

c) 調査日時と調査万法

調査日時は，昭和49年11月4日から10日までの一週間，

質問紙調査法により実施した.

なお，回収率は85.7労であった.

表1. 調査対象戸数と対象家庭の平均家族数

住 居形式 I 2 K I 2 DK  I 2 LDKI 3K I又DKI 合計

調革対象戸数 150 1 ，， 0 I 60 1，街。 1 ，， 01490P

調査票回収数 4 0 

阿 収 数 420/4 9 0~8 5.7% 

対象家族の

平均家臨敢
3.1 3 

(注住居形式頭町教は伺室教を表わす~ K 台所、 D，食堂、 L，肘間〕

表2. 諸室の生活様式

円

和式 1許式
和伴

折衷

寝 室 398 2 20 

食堂・台所 90 3 3 0 

裕 室 38 0 。 4 0 

便 所 20 9 2 1 1 

表3. 寝室および食堂・台所で行なわれる生活行為
円

接客 団らん 娯楽 趣味
仕事 子供の

読害 勉強

以寝わ室れでる行就寝な

タトの行為
9 1 1 3 2 1 08 9 6 3 2 

食堂・台所で行

調なわ理れ以外る食の事行為・
207 2 6 3 104 46 1 6 

休息 就寝 着換え
洗 面 軍事

育児 洗濯
兼用行

化粧 労働 為なし

1 5 6 2 3 3 9 1 1 0 8 5 9 

2 05 7 3 7 2 2 7 1 9 9 6 5 29 

F' 
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d) 調査対象者の概要

調査対象者の年令は25才から40才前半に分布し s その

平均年令は2Kで31.8才，2DKで28.7才， 2LDKで31.5

才， 3Kで33.7才， 3DKで 36.6才であった.また，家

族簿成は， 75.7% が子供 1~2人の夫婦家族(平均家族

数 3.6人)で，住居規模が大きくなるにつれ司家族員の

年令，平均家族数が高くなる傾向にあった.

対象家庭の平均家族数を表uこ，家族構成・居住年数

を表5!こ示した.

3. 調査結果と考案

3.1. 諸室の利用概要と広さ意識

寝室(本報では夫婦または主婦の寝室を言のにおける

生活様式は，和式が94.8%で殆どであれ洋式は2戸0.5

Mと僅かであった。また寝室で行なう就寝以外の生活行

為は「着換え」が一番多く 55.5~ちの住戸で行伝われ，休

息37.1%，団らん31.4%，育児25.7%であった.就寝の

仕万で一番多い型は「夫婦と子供が別々に就寝する」も

のが50.5%を占め，次に「主人@主婦@子供が別々に就寝

する」もの25.2%と続いた.これは「子供の年令に関係

なく分離する (29.2%)J i学令前3才ぐらいから分離

する (31固 9%)J i小学校入学から分離する (24.5~的

」という，親子の就寝分離についての考え方から来たも

のと思われる.

寝室の広さ主主:識については， iやや狭い」が30.5%，

「かなり狭い」が32.4%， i非常に狭い」が<l8.8%でほ

とんどの者が狭いと感じ「かなり広いJiやや広い」

「ちょうどよい」と感じる者は合わせて 5.7%と僅かで

ある.

台所の形式は，台所のみの単一機能である K型が41.9

必，食堂と台所併用の DK型が44.5%，居間・食堂・台

所併用の LDK型が 13.6%であった.ζれを実際の使い

方から分析すると， DK型60.2%，LDK型 23.6%と増

し，襖・ガラス戸の間仕切りを取り払うなど住み方によ

る改良が多くの住居で行なわれていた。食堂・台所で行

伝われる食事・調理以外の行為としては， i団らん」

48.8~ち「家事労働J 47.4%であった.また食事の取り方

については，家族全員が揃って食事する家庭が25.0%，

だいたい揃って食事する家庭が34.0%で，食事を中心に

家族内の交流が自然lζ行なわれるように配慮されている

と思われる。

台所の広さ意識については， iちょうどよい」が僅か

に増えた程度で寝室の場合と同様な傾向が見られた。

浴室については，殆どの家庭が和式浴槽を使用し，入

浴の仕方では，家族1人 1人で入浴するものが28.8%，

親と子供が一緒に入浴するものが47.0%であった.浴室

における入浴以外の行為には，洗濯，脱衣，洗面などが
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ヨド 点ゐ や ち 1や か非 無

常 な エ な常や ') rや
り

ど狭
りに 回計

広 広 広
よ 狭狭

し、 、ρ し、 u、し、 u、し、 答

寝窒の広さ意識 2 4 118 128 136 121 11 42C 

寝 6 畳 2 4 1 13 511 5 61 48 31177 

室 4.5畳 51 71 761 68 81228 
の
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広 1 1 
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議
非常に狭い 1 官 41101 

無回答 l 2 

台所の広さ意識 2 4140 145 ロ71∞ 2142C 
所i仁aミ、 K 31 30 701 7 17E 

の D.K 1 3130 81 481 24 18 

形式 L.D・K 1 1 7 1 34 9 21 5 

~コî 非常に広い 1 1 2 

所 かなり広い 1 3 2 6 
関

2 2 2 1 7 口 やや広い

部 ちょうどよい 1 2 137 103 491 24 11217 
-". 
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表4園 空間認識に影響を与える基本的要因
(そのりと諸室への広さ意識の関係

考えられたが，その中で「洗濯」が40.5%で一番多く「

脱衣J12.1% I洗面J8.3%であった.また，浴槽の広

さでは， 43.3~ぢの者が「やや狭い」と感じ， i先し、場の広

さでも，同様に「やや狭しづと感じる者が 37.9%であ

った.浴室全体への広さ意識は「ちょうどよしリと感じ

る者は10.7%で， 87.0%の者が「狭い」と感じていた.

便所の広さ意識では， 43.3%の者が「やや狭Lリと感じ

ていTこ包

3.2. 空間認識に影響を与える基本的要因と広さ意識

の関係

居室の空間認識に影響を与える種々の基本的要因から

居室の設計要因として「住居形式JI居室の広さ'形

式J1"関口部の広さJI収納スペースの広さ」を，居室

利用者による経年変化要因として「家族構成JI居住年

数JI居室の利用万法J1"家具の配置と保有量JI居室

の有効床面積」を考えた.

寝室の広さ意識について

寝室の広さ意識と設計要因との関係には，経年変化要

因の「家具の配置と保有量」による影響が感じられた.

また， I寝室の広さ意識」と「収納スペースの広さ意識

」の問には「収納スペースを広く感じる者ほど寝室与を広

く感じる」と言った正比例関係が見られた. I寝室の広

さ意識」と「関口部の広さ意識」との悶にも同様に正比

例関係が見られたが「家具の配置と保有量Jからの影響

も考えられ明確な把握は困難であった.また， I家族構

成」による影響も見られたが，就寝の仕万・住居形式な

どにより実際の宣活では，かなり緩和されていると思わ

れる.例えば「夫婦と子供3人」の寝室の広さ意識「や

や狭い (14人)Jは，規模の大きい3K，3DK居住者に

よるものであり， I夫婦と子供2人」の「非常に狭い

(65人)Jは，規模の小さし、2K，2DK居住者によるも

のである.このことから，寝室の広さ意識には家族数と

個室数の関係からの影響が考えられた.但し，個室相互

の関係に影響する住居形式そのものの影響については明

らかに出来なかった.
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台所の広さ意識について

台所の形式と台所の広さ志識との間には，台所だけの

場合よし機能的には複雑になるが広いスペースを持つ

食堂や居間と併用の DK型， LDK型の万が広く感じて

いる.乙れは，時間帯による行為のズレを考慮に入れた

結果と思われ注目したい. また収納スペースとの闘に

は，寝室と同様の傾向が見られた.経年変化要因の「居

住年数」と「台所の広さ意識」の間には，長く居住する

ほど狭く感じる傾向があり，家族構成員の体格の成長と

食器棚・冷蔵庫・電子レンジなどの家具の増加によるも
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のと思われ「家族構成J1家具の保有量」の影響が見

られた.

c) 浴室・便所の広さ意識について

浴室・便所の広さ意識と設計要因との聞にも，上記

「寝室J1台所」と同様の傾向が見られたが，経年変

化要因との聞には，ほとんど関係が見られなく，すべ

ての場合において「やや狭い」を中心に分布していた.

乙れは，寝室・台所に比べ浴室・便所での行為が家族

構成などの経年変化により，利用方法を変化させるこ

とが容易なためと，利用面から経年変化要因に左右さ

れない行為のためと恩われた.

3.3. モデル空間での広さ意識と諸室での広さ意識

の関係

a) モデル空間での実験方法

図2の様な住空閣を一次的に規定する空間構成要素

を自由に変化させることのできるモデ〉レ空間を作った.

なお，空間構成要素は，床面積(1.5・3・4.5・6畳)

天井高 (195・210・225・240・255crn)照度 (0・20・

40・60W)とした.

実験は，愛知工業大学学生男女各3人，計6人の被験

者により各要素を一度にー要素ずつ変化させて行なっ

た.被験者は， 1人ずつモテソレ空間内に入h 真暗の

場合は，空間内で30秒間自由に行動し，照明のある場

合は，空間内3ケ所に置かれた小箱を持って出る.外

t乙出たところで空聞から受けた感じを，表6のイメー

ジ語について， 7段階の尺度上に評定してもらった.

実験デターの分析は，主にイメージ認の評定につい

て「中央値のプロフィーJレによる比較J1計検定に

よる比較」を行ない，床面積・天井高・照度の空間構

成要素が広さ意識におよぼす影響を探った.

b) モデル空間での広さ意識

空間構成要素の変化による空間のイメージは， 1床
面積が広いほど，明るいほど，自由な感じを受けるJ

「天井高が同一で，明るいほど，床面積が狭いほど，

天井高を高く感じるJ1明るさが同じでも，床面積が

広いほど暗く感じるJ1床面積が広く，天井高が高い

ほど，また明るいほど，開放的であると感じる」

11.5畳， 3畳では照度・天井高に関係なく狭いと感

じ， 4.5畳， 6畳では，照るいほど，天井が高いほど，

床面積が広いと感じる」の傾向が見られる.床面積Ic

対する広さ意識の変化を表71乙示した.

c) 空間構成要因と空間認識の影響要因との関係

空間構成要因の中から床だけについて考えると次の

とおりである.

lム

ロ
E
L
F
H

可

動

壁

A. 

「 11可巌震

上
版画廊

図2. モテソレ空間の概要(単位111m)

表6. 実験に用いたイメージ語対

l 関口か広い』間口由双ぃ

Z 束縛された』自由な

a安全な」危険な

4ヌ拘輪、』天井虫清い

5. 局L地のよい』局乙告白の惑い

且やわらかい』かたい

1 暗 い」明るい

日活動的』非活動的

a温かい』冷たい

は兜背後台、』突行由濃い

1 L支 配的』服従的

1 2.愉快な 』不愉快な

13.閉鎖的』開放的

14.轍ゅない 』調和のある

1 5.陰気な』陽気な

16.面積声敬い 』面積が広い

17.落ち着きのないー落ち着きのある

1 8.安心な』不安な

19.緊張した 』のんびりした

2 0.ゅcたりしたー窮屈な

表7. 床面積と広さ意識の関係

床面積| 床面積に対する広さ意識

15畳|棚、天井高に関係友〈狭く感じるo

'3.0瑞|照明、天井高K関係左〈狭く感じるe

4.5畳|照明 40W以下では、天井高 24 Ocm 

以下で狭く感じていて、その他は、

ちょうどよいと感じている。

6.0畳 l照明に関係なし天井高 21 Ocn似下

で狭く感じて、天井高 240CJ7J，以上で

は、広く感じている。
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就寝される部屋の広さ意識

<5畳以下 4.5呈 4.5畳札上

書ezt 書t 儒 令書6ニf 総に 無囲
合 非常に広い 書に官 無回

合

.lflI 
広さに影響を h h 1 。 1 2  3 j; '1 3 2 -1 。 1 2 s 4穿 計 3 2 -1 。 1 2 3 答 計
及{ます要因

1 1 5 111 76 681 B 228 2 41 13 511 56 481 3 177 

夫婦のみ 。 91 12 3 24 11 5 ? 41 3 1 21 

Z舗と子供 E人 。 s 13125 24 1 66 11 4 14 171 8 2 46 

構 夫婦と子供2人 1 Z 1 36133 31 61107 1 11 4 21 271 30 84 

成夫鰯と子供3人 。 1 61 2 51  1 15 l 7 61 4 18 

その他 。 71 4 5 16 
1 2 21 3 8 

無回答 。 。 。
住

2K  。
61 .8 4 18 1 11 1 8110 21 

戸
2DK 1 1 9120 16 45 2112 16110 1 41 

形 2LDK 。 。 1 11 4 23 141 10 1 54 

式 sK  。 3 38127 32 11101 1 61 9 71 10 33 

3DK  。 2 18121 16 7 164 2 6 I 11 81 1 2B 

!宇表J曹 。 101 7 5 1 23 11 5 8 61 6 1 27 

2 年以上 。 71 8 13 2B 2 11 6 5 2 16 
居

43年年以以上上
。 1 

141 8 13 1 37 1 31 5 91 6 24 
住 。 1 

4112 41 1 22 2 1 3 6 
年

S牟以上 。 1 
10111 g 31 1 16 9111 11 38 

数
10年以上 。 E 2412且 20 5 I 78 11 4 12 23117 1 " 同年以上 。 21 2 4 g 2 31 3 8 

無問答 1 
1 1 1 。

就 {主主人人+)主。婦"醐1・+(子子供供
。 2 38138 34 51117 1 .， 6 24 31121 2 89 

寝 (AA)• (;l;jM+T{j¥) 1 1 12116 15 43 51 8 101 5 " の (主人押供)・悼鍋) 。 11 1 2 。
仕.， (主人+刊) (主峰骨"も 。 1 

41 1 3 2 11 2 11 6 9 

方臼;J..)・〈胡〉田〈守的 。 2 16119 15 1 r 53 1 2117 141 14 1 J 49 

然回答 。 11 1 2 2 2 

6畳 。 。 z 3 4 
有 日宜:-4.S!:t. 。 。 1 11 1 3 
効

4.5畳 。 z 4 5 1 21 9 36 41133 31125 
面

4.5畳-3畳 。 111 12 5 28 2 21 8 11113 36 
積

無3呈回答
1 1 5 59162 57 81191 21 1 3 

。
21 2 4 21 3 1 6 

Zペ具査の翻首R 

荊1洋ダンス 。 3 521 54 49 31161 2 8144 40134 2 I 130 

鏡台 。 1 441 47 46 51143 21 3 25 25125 1 J 87 

テ νピ 1 1 1 91 6 1"2 1 129  2 21 1 25 251 33 11 95 

本捌 。 111 17 9 3 140  ヱ 6116 161 25 11 66 

表8. 空間認識の影響要因と床面積別に見た寝室の広さ意識(単位人)

モデル空間での広さ意識では，床面積 4.5畳の時「ち

ょうどよい」と感じるケースが多く見られる.この床面

積を境に4.5畳以上， 4.5畳， 4.5畳以下の3種に分け「諸

室における広さ意識調査」の結果を対応させた.

寝室の場合を表Bより見ると，寝室の床面積，有効床

面積において， 4.5畳より4.5畳以上i乙多くの「ちょうど

よい」と答える者がおりモテγレ空間での実験値に違いが

見られた.4.5畳と4.5畳以上の空間認識に影響を与える

基本的要因を比較すると，僅かながら4.5畳より 4.5畳

以上に，家族構成・住戸形式・居住年数・就寝の仕方・

主要家具の種類などによる広さ意識への緩和が感じられ

た.

台所においても同様の傾向が見られた.以上より，モ

デル空間における、ちょうどよい、広さの 4.5畳では，

住生活に対応させることが難しく，広さへの不満が多く

なると思われる，

4. おわりに

以上諸室における広さ意識調査とモデル空聞による広

さ意識調査の結果を対応させ，住空間を構成する要因の

影響力を探った.

広さ意識調査では，部屋の広さに対する意識と，収納

スペースの広さに対する意識との聞に特に強い相関がみ

られ，生活に必要t~諸資材や収納家具が生活空聞を圧迫

していると恩われた.また，今回の対象住戸の様な小規

模な住宅では，一室に多くの機能を持たせなければなら

ず，そのため一層家具が増え累加的に室内空間が狭くな

り，モデル空間での無性格な 4.5畳以上の空間で広いと

感じる結果にもかかわらず，生活空聞になると狭い空聞

に感じられると考えられる.

今回の調査から，経年変化要因の家族構成，居住年

数，住戸形式が広さ意識に影響を与える乙とが伺えた

が，その影響の大きさ，相互関係まで探ることは出来な

かった.さらに研究を掘り下げて行きたい.


